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研究成果の概要（和文）：古代ギリシアにおける「正義」の理念を、プラトンの正義論に焦点を当てて西洋古典学、古
代哲学の分野から総合的に検討した。研究メンバーは国内外での多くの学会で発表し、欧文と日本語で多数の論文、研
究書の公刊を行った。とりわけ2012年8月にイギリス・オクスフォード大学で同大学の研究者と共同開催した国際学会
「自由と国家：プラトンと古典の伝統」、及び、2014年4月に慶應義塾大学日吉キャンパスで開催した国際学会「プラ
トンとレトリック」では、世界の研究者と研究主題について議論を交わした。こうした機会を通じて、日本のプラトン
研究が国際的な研究の場となり、またそれを活性化する牽引の役割を果たすことを示した。

研究成果の概要（英文）：This comprehensive research project of Western Classics Ancient Philosophy 
examined the concept of justice in Ancient Greek Civilization, by focusing on Plato's theory of justice. 
The project members read many academic papers at international conferences inside and outside Japan each 
year, and published many articles and books both in Japanese and English. In particular, we organized the 
international conference "Freedom and the State: Plato and the Classical Tradition", in Oxford, UK, in 
August 2012, and the international symposium "Plato and Rhetoric", on the Hiyoshi Campus of Keio 
University in April 2014. At both conferences, we provided important opportunities of discussing this 
topic with scholars from all over the world. With these achievements, the project has shown that the 
Platonic studies in Japan have established a platform for international academic activities in this 
field.

研究分野： 西洋古典学、哲学
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１．研究開始当初の背景 
（１）2010 年 8 月に慶應義塾大学を会場に
国際プラトン学会「第 9 回プラトン・シンポ
ジウム」を開催し、海外、国内から多数の研
究者や学生が参加して『ポリテイア（国家）』
を主題に討論した。その国際学会運営メンバ
ーからなる本研究プロジェクトは、その国際
学会の研究成果をまとめ、継続的に発展させ
る必要性を認識して発足した。 
 
（２）現代社会は貧富の格差拡大や国際的な
紛争、テロの多発という事態に直面して、「正
義」の意味が改めて問われている。西洋の「正
義論」の原点となったプラトン哲学、とりわ
け『ポリテイア』の射程を、専門研究から総
合的視野に考究することが求められる。古代
ギリシアの知見の総合的な検討として、西洋
古典学と古代哲学の共同態勢が構築された。 
 
２．研究の目的 
（１）国際プラトン学会東京大会をふまえて、
プラトン哲学の研究において日本の研究者
が果たす役割が広く世界に認識されるよう
になっている。日本が国際的な学術拠点とな
り研究活動をリードすると同時に、日本の研
究者たちが欧文による研究成果をより広く
発表していくことが必要となる。 
 これまでの成果の取りまとめと公刊とし
て、小規模な国際学会を複数回主催して日本
を中心に研究者のネットワークを広げるこ
と、とりわけアジアでの研究連携を図ること
が目標とされた。また、欧文での研究発信を
より活発化させ、最終的に単行本を出版する
ことを目標に立てている。 
 
（２）国際的な活動と成果発表は、何よりも
日本国内の研究水準を引き上げ、プラトン正
義論を中心とした古典学と哲学の学問研究
を活性化させる役割を果たす。そのために地
道な研究会活動を行い、その成果を共同研究
会や公開講演会の場で発表していくことが
目標とされた。 
 
３．研究の方法 
（１）国際学会の開催を本プロジェクトの計
画の中心と位置づけ、2 つの国際シンポジウ
ムを公開で開催し、多数の参加者を得た。 
 2012年8月に在外研究中の佐野好則を中心
に、オクスフォード大学古典学部、コルプス
クリスティ・カレッジとの共催で、2 日間の
学会をオクスフォード大学で開催した。その
国際シンポでは科研メンバー8 名が研究発表
を行い、イギリス側からも 8名の研究者がコ
メンテータとして登壇して議論を交わした。 
 2014年4月に慶應義塾大学日吉キャンパス
で国際シンポ「プラトンとレトリック」を開
催した。これは国際プラトン学会のアジア地
区研究会にも認定されている。シンポに当た
っては前年より研究発表を公募し、世界 17
カ国から 28 名の発表者（うち 2 名が招待講

演）を選んで 3 日間の日程で議論を行った。 
 
（２）毎年 3〜4 回の「共同研究会」を開催
し、メンバーの間での研究討論とゲストによ
る報告を企画した。とりわけ、京都大学、北
海道大学、九州大学、東北大学、秋田大学と
いった東京以外の会場で行った共同研究会
では、それぞれの地域のギリシア哲学・古典
学研究者、学生と意見交換する機会を作った。
また、海外研究者を招いてのセミナー、講演
会を毎年開催した。 
 
（３）海外で開催される関連テーマでの国際
学会で積極的に発表し、欧文で論文を公刊す
る活動に当たった。それらの論文は、最終的
に欧文成果（論文集）にまとめられ、近年中
に公刊することを目指して準備されている。 
 また、研究成果を日本語の著作、研究論文
としても発表した。 
 
４．研究成果 
（１）メンバーの海外の学会や研究会での発
表や出版は多数に上った。とりわけ、2013 年
の国際プラトン学会ピサ大会、アテネでの世
界哲学会には複数のメンバーが参加して、研
究成果を発表している。中国などアジアの研
究者との連携も強化された。 
 
（２）海外からの研究者による講演会、セミ
ナーを毎年開催してきた。平成 23 年度に
Hua-kuei Ho（台湾）、24 年度に G. R. F. 
Ferrari（米）、25 年度に Nick Zangwill（英）、
Douglas Cairns（英）、26 年度に Nickolas 
Smith（米）、Joel Martinez（米）、Anna 
Marmodoro（英）、Philip van der Eijk（独）、
27 年度は Marcelo Boeri（チリ）、Nick 
Zangwill（英）、G. R. F. Ferrari（米）、Glenn 
Most（伊）を招いて、それぞれ公開の議論の
機会を提供した。 
 
（３）平成 23 年度は渡辺邦夫のアリストテ
レス研究書合評会、24 年度に北海道大学で安
西眞の講演、中畑正志のアリストテレス研究
書合評会、25 年度に福岡で松永雄二の講演、
26 年度は秋田大学で山本建郎、田子多津子の
研究報告を行った。 
 また、26年度には「加藤信朗哲学の総括」
を開催し、メンバー以外からは神崎繁、出村
和彦、川出良枝からの報告を得た。 
 
（４）国際プラトン学会東京大会の選抜論文
集（図書 13）の編集・執筆、及び、加藤信朗
哲学の再検討論文集（図書 5）はプロジェク
トを挙げて取り組んだ研究成果であり、それ
ぞれに本について、出版後に合評会を開催し
て、広く参加者と検討の機会を持った。 
 
（５）研究を通じて、プラトンの「正義論」
の重要な特徴も明らかとなった。プラトン
『ポリテイア』の正義論は、これまでカー



ル・ポパーらが強く批判したような「全体主
義的」なものではなく、むしろ「自由」の上
に成り立つものであること（高橋、納富）、
また、そこでは魂のあり方が問題となること
が確認された（田坂、田中、栗原）。また、
プラトンの「正義」理念は批判的な形ではあ
るがストア派やキリスト教父など後代の哲
学に大きな影響を与えた歴史も検証された
（近藤、大芝、土橋）。 
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